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日本原子力学会 標準委員会 システム安全専門部会 水化学管理分科会 
第２１回 ＨＷＣ標準作業会 議事録 

 
１．日 時 ： 平成２５年１０月３日（木） １４：００～１６：００ 
２．場 所 ： 日本原子力発電（株） 本店 ２階 第４会議室 
３．出席者 ： （敬称略） 
 （委 員）内田、高木、和田、小野、太田丈、久宗、上山（浦邉代理） 
 （常時参加者）北島、山本、塙 
 （オブザーバー）勝村  
４．配布資料 ： 
 ２１－１ 第２０回 ＨＷＣ標準作業会 議事録（案） 
 ２１－２ 沸騰水型原子炉一次冷却系の腐食環境の定量評価方法に関する基

本手順（案）（本文） 
２１－３ 沸騰水型原子炉一次冷却系の腐食環境の定量評価方法に関する基

本手順（案）（附属書、解説） 
２１－４ 「ＨＷＣ標準」の概念と原案の内容について 

  
５．議事概要 ： 
 ＨＷＣ標準原案の内容についてレビューした結果を報告、検討を行った。 

（１）出席者の確認 
 出席者の確認を行い、委員８名中７名出席しており、必要な定足数を満

足していることを確認した。 
（２）第２０回ＨＷＣ標準作業会議事録確認 

 久宗幹事より、資料２１－１「第２０回 ＨＷＣ標準作業会 議事録

（案）」の説明があり、承認された。 
（３）標準手順を示す論文について 

 内田主査より、標準に記載された手順を示した論文が原子力学会欧文誌

の査読を通過した旨の説明があった。 
（４）ＨＷＣ標準原案について 

 高木副主査、山本常時参加者及び和田委員から、本文、附属書及び解説

のレビュー結果を資料２１－２及び３を用いて説明した後、見直し後の内

容を検討した。 
① 用語の定義欄について不要なものは削除する。 
② 原案中の用語を統一する。その際、ＪＩＳとの整合を図るとともに、

材料、プラント運転関係者の確認を受ける。 
③ Ｖ＆Ｖでの誤差範囲について根拠を明示する。 
④ 附属書Ｂ－１についてはプライマリーのＧ値とわかるようにする。 
⑤ 解説 1.2 の内容は、定性的な傾向を説明する程度とする。 
⑥ 英文前書きを分科会前に用意する。 
⑦ 図中に英文表記が残っているものについて国語標記に修正する。 
⑧ 水の関与する反応の速度定数の値を確認する。 
⑨ 原案の構成を変更した際に生じた図番のずれが残っているので修正す

る。 
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⑩ ベンチマーク試験は短期水素注入調査と表記する。 
⑪ ベンチマーク計算は室温のみでなく、高温でも実施すべきと記載する。 

（５）次回分科会でのＨＷＣ標準原案説明資料について 
 上山委員代理から説明資料の修正内容について説明があった。 
① ＨＷＣ標準の概念を説明して、その後に原案の内容を説明するように

見直しした。 
② まとめの関連文献の情報については確認する。 
③ 日本初の水質解析の唯一の標準であること、第三者にオーソライズを

受けること、及び自主管理であることを理解していただく。 
④ Ｖ＆Ｖの定義について原案とのずれ、誤字を修正し、今回のコメント

を反映して見直す。 
（６）今後の進め方 

① 日立と東芝にて、標準原案の本文、附属書、解説について、今回の議

論を反映した見直しを行い、１０月２３日までに事務局に提出する。

集約したものを再度メールベースでレビューする。 
（７）その他 

 次回（第２２回ＨＷＣ標準作業会）は、水化学管理分科会（１１月５日

か１１日を予定）の後に開催することで調整する。 
 

以上 


